
令和７年度 

いわての学び希望基金奨学金等受給者から寄附者へのメッセージ 

 

 

大学卒業 

 寄附のおかげで、安心して日々を過ごすことができ、好きなことにも挑戦する環境があり、当たり

前の生活を当たり前に送ることができていることに、心から感謝しています。経済的な支えがあった

ことは、学業や生活の中で、大きな影響があり、落ち着いた時間、家族と過ごす大切な時間や思い出

もたくさん作ることができました。 

 現在は社会人になり、子ども関係の仕事に就き、お金の大切さだけでなく、人とのつながりや時間

の大切さを強く実感しています。今度は、私自身も誰かのためになることができるよう、元気で多く

のエネルギーを与えられるように努めています。 

 寄附をいただいたことは、一生忘れることのない、貴重なものです。改めて感謝の気持ちでいっぱ

いです。ありがとうございました。 

 

大学卒業 

このたびは「いわての学び希望基金」を通じ、長きにわたり多大なるご支援を賜り、誠にありがと

うございました。おかげさまで大学での４年半の課程を修了いたしました。その中には半年間の乗船

実習も含まれており、無事に終えることができたのは、皆さまの温かいご支援のおかげです。学業及

び実習に専念できたことを心より感謝申し上げます。 

１０月からは船会社で働き始めます。小さい頃からの夢を実現できるのは、温かいご支援をくださ

った皆さまのおかげです。今後は海運を通じて社会に貢献できるよう精一杯努力し、成長していきた

いと思います。改めまして、これまでのご支援に心より御礼申し上げます。 

 

大学卒業  

このたびは、奨学金のご支援を賜り、誠にありがとうございます。心より感謝申し上げます。 

私はこの春から犬猫の獣医師として動物病院に就職しております。入学当初から、動物たちとその

ご家族に安心を届けられる獣医師になりたいという思いを胸に学んでまいりましたが、現場に出るな

かで、その責任の重さと果たすべき役割の大きさを実感する日々です。そのような中で、自分がどの

ような獣医師になるかを真剣に考えながら勉強を続けております。 

獣医学部は 6 年制大学であり、教科書等の資料も多く必要で、在学中は経済的な負担を痛感してお

りました。その中で奨学金によるご支援は、私にとって大きな支えとなりました。経済的な不安が和

らぎ、安心して学業や実習に専念できる環境を整えていただけたことに、心から感謝しております。

就職者等 



支えてくださる方々の存在を思うと、決して自分一人で学んでいるのではないことを強く感じており

ます。 

私はこれまでの学びの中で、動物たちが病に苦しむ姿を目の当たりにし、同時にその背後にいるご

家族の深い思いにも触れてきました。獣医師は単に病気を治療するだけでなく、動物と人との絆を守

る大切な役割を担っていることを痛感しています。そのために必要な知識や技術はもちろんのこと、

飼い主様の心に寄り添える姿勢もまた欠かせません。奨学金によって得られた貴重な学びの機会を無

駄にすることなく、日々の授業や実習で培ったことを一つひとつ積み重ね、確かな力へと変えていき

たいと思っております。将来は、地域に根ざして動物とご家族の健康と暮らしを支えるとともに、必

要とされる場面では高度医療や専門医療につなげられる獣医さんを目指しています。また、臨床現場

での診療活動だけでなく、学生時代に支えていただいた恩に報いるために、後輩や地域社会に還元で

きる活動にも携わりたいと考えています。私自身が支えられた経験を忘れず、今度は自らが支える立

場となれるよう努力を重ねてまいります。 

今回いただいたご厚意は、単なる経済的支援にとどまらず、私の将来に対する励ましと信頼の証で

あると受け止めております。このご期待に応えるためにも、これからの学びをより一層大切にし、責

任感を持って研鑽を積んでいく所存です。そして必ずや、支えていただいた方々に恥じることのない

獣医師となり、社会に貢献できる人材へと成長してまいります。 

 

専門学校卒業 

  「いわての学び希望基金」に寄附してくださっている皆様、本当にありがとうございます。 

 私は、高校時代ボート競技をしていて、理学療法士の方に沢山、体のことで助けて頂いた経験から

この仕事を目指すようになり、今は埼玉県の病院で理学療法士として働いています。まだ慣れないこ

とも沢山で苦労することもありますが、自分も助けられたように、誰かのために、助けになれたらと

頑張れています。皆様の支援のおかげで夢だった理学療法士の仕事をすることができています。本当

に感謝の気持ちでいっぱいです。いつか自分も困っている人の助けになれるよう日々過ごしたいと思

います。ありがとうございました。 

 

高等学校卒業 

高校を卒業して、５か月程経ちました。一人での生活にも慣れて新卒として会社で働いています。

学生の頃とは違い、様々なことに苦戦することもありましたが、なんとか解決し、成長をすることが

できていると思います。 

私が無事に高校を卒業して、就きたい仕事を選ぶことができたこと、そして、一人で暮らすことが

できているのもたくさんの寄附をいただくことができたからです。寄附をしていただいた方々に、直

接会ってお礼を伝えることはできませんが、私が働いている会社の製品は身近な機械製品に使われて

いるもので、間接的にではありますが、安心・安全な品質を保証する製品を、これからもたくさん作

り、社会の方々の役に立てるよう努めていきます。 

繰り返しになりますが、本当にたくさんの方々の善意で今の私があります。本当にありがとうござ

いました。 



「いわての学び希望基金」に寄附してくださり、ありがとうございます。３歳の時に震災で父を亡

くしました。母が女手一つで私、姉、兄の３兄妹を育ててくれました。 

 通信高校の３年生になり、大学進学に向けて勉強に励んでいます。ずっと描けなかった将来の夢が

やっとできて、今は心理士の資格を取りたいと考えています。今私がこうやって大勢の方に支えても

らっているように、将来は私が誰かを支え、手助けができるような人に突き進んでいきたいと思いま

す。 

 改めまして、「いわての学び希望基金」にご支援いただき、本当にありがとうございます。夢に向

かって頑張ります。 

この度は、温かいご支援をいただき、本当にありがとうございます。８月に部活を仮引退してか

ら、ボランティア活動や進路に向けての勉強、面接練習を頑張ったりと、毎日を大切に過ごしてい

ます。 

 将来は、保育士になることを目標に、子どもたちに寄り添いながら安心できる空間を作り、信頼

してもらえるような人になりたいと思っています。こうして学び続けられるのは、支えてくださる

皆さまのおかげだと感じています。 

 これからも感謝の気持ちを忘れずに、夢や目標に向かって努力していきたいです。改めて、この

度は本当にありがとうございました。 

 

「いわての学び希望基金」に寄附してくださっている皆さま、本当にありがとうございます。現

在、私は高校３年生で進学を考えていますが、ここまで安心して生活してこれたのは寄附してくだ

さった皆さまのおかげで大変感謝しています。 

 中学、高校ではたくさんの好きなことややりたいことを見つけられ、好きなことを仕事にしたい

と考え、大学か専門学校に進学したいと考えており、勉強や面接練習など頑張っています。たくさ

んの好きなこと、やりたいことに出会えたのは寄附してくださった皆さまのおかげです。私も将来

支える側になり支援などを通じて大勢の人たちを助けられるようになりたいです。 

 たくさんの支援本当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校 ３年生 



私は大学に入ったら、歴史や文学など人文系について学びたいと考えています。小学生の頃から

ずっと文系の教科が好きで、大学でより高度な学問に触れることがかねてからの願望でした。その

ために私はひたすらに勉強を頑張ってきました。人文系の学部に入学し学ぶためには、人並み以上

の知識を必要とすると考え、その学問に関連する国語と社会は授業や教科書の内容以上のことを勉

強してきました。 

このように、私は進路実現のために様々な準備をしてきたのですが、それと同時に経済的な問題

に悩んできました。私の家は母子家庭でどうしても共働きの家庭とは違います。しかし、この問題

は解決されました。それは、皆様からの温かい援助のおかげです。 

これからも感謝の気持ちを忘れずに頑張りたいと思います。ご支援本当にありがとうございま

す。 

寄附者の皆様 

このたびは、奨学金のご支援をいただきましてありがとうございます。ご支援のおかげで、経済

的な負担や不安が軽減され学業に集中することができ、充実した日々を送っています。学校生活で

は同級生や先生方などとの関わりの中で、私一人では学ぶことのできないことをたくさん学ぶこと

ができありがたく思っています。このように私が充実した高校生活を送ることができているのは、

ご支援して下さる皆様のおかげです。 

私は卒業後は、県内に就職する予定です。これからも皆様への感謝の気持ちを忘れず、立派な社

会人になれるように努力してまいります。最後になりましたが、ご支援をいただきました全ての

方々に心よりお礼申し上げます。 

ありがとうございます。 

 

このたびは、私たち奨学金受給者に温かいご支援を賜り、誠にありがとうございます。皆さまのお

かげで、学業に専念し、夢に向かって努力することができております。 

 奨学金は私の未来への大きな一歩となり、経済的な不安を軽減してくれるとともに、学び続ける勇

気を与えてくれました。私はいただいたご支援を無駄にせず、将来社会に貢献できる人間となるべく、

日々努力してまいります、 

 寄附者のご厚意に深く感謝申し上げますとともに、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「いわての学び希望募金」に寄附してくださっている皆さま、本当にありがとうございます。私は

震災で母を亡くしました。当時のことはあまり覚えていませんが、とにかく不安で怖かった記憶があ

ります。 

 私は高校生活で部活動に力をいれました。部活動ではバスケットボール部に所属し、仲間と共に目

標達成のために精一杯、練習に励みました。最後の大会は負けてしまいましたが、これまでで一番楽

しい試合ができました。自分が希望していることに挑戦できることの幸せを感じており、支援にはと

ても感謝しています。これからは、地域のために一生懸命働いて、地域に貢献できるよう頑張ります。

本当にありがとうございました。 

「いわての学び希望基金」を通して寄附してくださった方々、誠にありがとうございます。皆さ

まの温かいご支援のおかげで、安心して学ぶことができ、夢に向かって努力を続けられています。

心より感謝を申し上げます。 

 高校生活では、家のことをしながら、勉強や部活動、そして進路活動に取り組んできました。大

変なことや心が折れそうになったこともありましたが、その経験が自分を成長させ、夢を諦めずに

追い続ける力になりました。高校３年生になった今、美容師を目指したいと思うようになりまし

た。美容師アシスタントとして働きながら、資格取得を目指そうと考えています。美容の力でたく

さんの人を笑顔にできる美容師になりたいと思います。また、資格取得後は地元に戻り、地元のお

祭りや成人式、入学式、卒業式などを華やかに彩れるような美容師になり、自分のお店を開きたい

と考えています。そして将来は、いただいたご支援のように誰かの夢を応援できる存在になりたい

と思っています。これからも健康維持し、進路実現に向けて頑張ります。 

いわての学び希望基金へご寄附していただいた皆様方に心より感謝申し上げます。 

 私も無事に高校３年生となりました。辛い経験をしましたが、東日本大震災での避難生活によって、

人々の繫がりや心の温かさを感じました。高校では、部活動や体育祭、文化祭などの経験を通してた

くさんの思い出を作ることができました。仲間と共に励ましあったり、日々充実していると感じなが

ら学校生活を送っています。 

 私は今、進路実現に向けて学業に励んでいます。思うようにいかず、悩むことが多いですが、自分

の夢のために頑張ります。 

 こうして、今、私たちが不自由なく生活ができ安心して勉強できるのは、いわての学び希望基金へ

寄附してくださった皆様方のご支援のおかげです。これからも、感謝の気持ちを忘れずに、自分の第

一志望校合格に向けて日々の勉強に励んでいきます。 

 本当にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



「いわての学び希望基金」に寄附をしていただき、ありがとうございます。支援してくださった

方々のおかげで充実した生活を送ることができています。 

 私は、高校では特に部活動に力を入れました。小学生のころ習っていた水泳部に入部し、自己ベ

スト更新や東北大会出場を目標に練習に取り組みました。引退がかかった最後の高総体では、東北

大会出場はできませんでしたが、自己ベストを更新して、全力を出し切って終わることができたの

で良かったです。 

 私は今、作業療法士になりたいという夢があり、進学に向けて、勉強や進路活動に力を入れてい

ます。自分の苦手教科を克服することは大変ですが、専門学校に合格できるように頑張ります。 

 こうして私が毎日学校に通い、授業を受け、部活動などの自分の好きなことができているのは、

たくさんの方々に支えていただいているからだと思います。これからも感謝の気持ちを忘れずに、

自分の夢や目標に向かって頑張っていきたいと思います。 

 改めまして、ご支援本当にありがとうございます。 

私は今、被災者の心のケアをする仕事をするために、福祉系の大学への進学に向けて日々精進し

ています。早期入試なのでこれからより力を入れて取り組んでいきます。 

 震災の時は、３歳になる寸前で、当時のことや、その後のことも、正直ほぼ記憶がありません。

しかし、なんとなく自分の状況や、支援されていることは理解していました。今思い返しても感謝

の気持ちしかありません。この支援のお陰で、これまで楽しい毎日を送ることができました。 

 これからもこの感謝を忘れず、夢を実現することを恩返しと思い、頑張っていきたいと思いま

す。ご支援ありがとうございました。 

私は、看護師の資格を取るために、高校に通いながらそこで看護の勉強をしています。私の父

は、東日本大震災で命を落としました。小学、中学で東日本大震災の悲惨な出来事の話を聞き、人

の命の大切さを勉強しました。命の大切さを改めて考えた時に、看護師の道を進もうと決心し、今

の高校に入りました。 

 母は、「希望基金があるから通える、ありがたくいただいて、後悔のない人生を送るように」と

話しています。いつか自分も困った人がいる時に手助けできる人間になりたいと日々思っていま

す。 

 大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



この度はご支援誠にありがとうございます。 

 私は今後の進学先で、数学を主として様々な知識を得ていきたいと考えています。そしてその中で

今よりずっと思考を洗練させ、研究活動を行っていこうとも考えています。このために一日一日の学

習に励み、志望校合格をめざしています。 

 今まで私は自分に自信を持つことができず、他人の顔色を伺うようなところがありました。しかし、

何かを知り考えることには関心を持て、全力で楽しもうと思えるようになってきました。こうして進

学を志すことが出来るのも、様々な方々のおかげであると感じありがたく思っています。 

 繰り返しにはなりますが、ご支援本当にありがとうございます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


